
参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

環境に配慮したﾀﾞﾑからの土砂供給施設の開発及び運用に関する研究 

 

研究の必要性 

ﾀﾞﾑが土砂を捕捉することにより、下流の河床の粗

粒化など河床環境への影響が懸念されており、出

水中にできるだけ自然に近い状態でﾀﾞﾑから土砂

供給することが求められている。また、想定を超

える堆砂の進行により、恒久的堆砂対策が必要な

ﾀﾞﾑがあるが、実用化されている排砂設備や土砂ﾊﾞ

ｲﾊﾟｽは適用条件が限られ、貯水池運用を変更せず

に排砂する技術が求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

既往の研究において提案した潜行吸引式排砂管

について、実際のﾀﾞﾑ貯水池において排砂の現地実

証試験を行い、装置の排砂特性及び課題を把握し

た。 

  

 

 

恒久的堆砂対策に伴う微細土砂が底生性生物におよぼす影響に関する研究 

 

研究の必要性 

ﾀﾞﾑの恒久的な堆砂対策として、貯水池内の土砂のﾌﾗｯ

ｼﾝｸﾞ等の方法を検討する例が増えているが、このような

対策に伴い、高濃度の濁水が流出する場合もあり、ﾀﾞﾑ

下流の河川生態系への影響が懸念されている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ｼﾙﾄの有無によって水生昆虫による底生藻の摂食量が

異なるかを実験した（図上）。その結果、ｺﾔﾏﾄﾋﾞｹﾗはｼﾙﾄ

の有無に関わらず底生藻を摂食したが、ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳはｼﾙﾄ

があるとほとんど底生藻を摂食しなかった（図下）。底生

藻の表面を掃くように摂食するﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳは、表面がｼﾙﾄ

に覆われることで摂食が困難になったと考えられた。濁

水によるﾀﾞﾑ下流の生態系への影響を考慮する際には、水

生昆虫の種類などにも留意する必要があることが明らか

になった。 

 

水理ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

現地実証試験実施状況全景 

潜行吸引式排砂管による排砂状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｼﾙﾄの有無が水生昆虫による底

生藻の摂食量に及ぼす影響 

自然共生研究ｾﾝﾀｰ 

研究期間 H22～H25 

底生藻 

（ｼﾙﾄ無） 

底生藻 

（ｼﾙﾄ有） 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

下水処理ﾌﾟﾛｾｽにおける化学物質の制御技術に関する研究 

 

研究の必要性 

社会生活の中で身近に使用されている化学物質については、既往調査により下水処理場で

の除去特性について明らかになっているものがあるが、多くの物質についての実態は未だ十

分とはいえない。下水道を経由する化学物質の環境ｲﾝﾊﾟｸﾄを考えると調査未実施の多く化学

物質についての実態解明は急務であり、早期に下水道での実態を把握するとともに、処理水

中に残存する物質については新たな除去手法の開発と併せて、ﾘｽｸを低減するための制御技術

の開発を行う必要がある。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

平成 25年度は、活性汚泥処理ﾌﾟﾛｾｽにおける

医薬品類（10物質）の挙動把握と下水処理水に

残存する医薬品類 4物質の微生物担体を用いた

処理における除去特性を調査した。微生物担体

処理では DOC除去率に比べ調査医薬品類の除去

率は大きな値となり、残存医薬品類の除去手法

として有効であることが分かった。 

 

水環境中における未規制化学物質の挙動と生態影響の解明 

 

研究の必要性 

水質規制の対象となっていない化学物質（未規制物質）の中には、水溶性が高い物質や下

水道などを通じて水系に排出される割合が大きいものもあるが、これらの多くは環境中での

挙動に関する知見が極めて少ない。これらの化学物質によるﾘｽｸを適切に管理し、対策を行う

ためには、水環境中での挙動・消長を把握する必要がある。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 平成 25年度は、多摩川を対象に医薬品類 10 物

質の流達率を推計し、流下過程における対象医薬

品類の挙動を検討した。その結果、流達率は対象

とする医薬品類により異なっており、流下過程に

おける挙動は医薬品類により違うことが明らかに

なった。また、PRTR第一種指定化学物質 5物質の

河川水中濃度を調査し、生態ﾘｽｸ初期評価を試みた

ところ、2物質が詳細な生態ﾘｽｸ評価を行う候補と

判断された。 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

積雪寒冷地域における土丹河床の侵食過程と河川構造物等の影響に関する研究 

 

研究の必要性 

北海道内の複数河川において、土丹(軟岩)河床上の砂礫が流出し、急激に河床低下が進行

し、橋脚などの構造物への影響や治水安全度の低下が懸念されている。軟岩河床は、融雪期

に凍結融解による風化の影響を受け、融雪出水時に流水や砂礫の侵食に晒されると考えられ、

緊急に侵食防止対策を講じていく必要がある。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

岩床侵食と砂礫移動の両方を考慮した平面

2 次元河床変動計算の開発を行い、石狩川の

露岩区間を対象にﾓﾃﾞﾙの検証を行った。検証

の結果、本ﾓﾃﾞﾙによって、岩床侵食に伴う澪

筋形成が再現できること、岩床が露出しやす

い箇所とその度合いを予測できることが確認

された。このことから、本ﾓﾃﾞﾙは、岩床河川

の将来予測及び対策効果の検討を行う有効な

ﾂｰﾙになり得る。 

 

 

水質対策工の長期的な機能維持に関する研究 

 

研究の必要性 

北海道東部の大規模酪農地帯では、自然の機能を利用した水質対策工が整備されている。

本課題では、既整備の水質対策工（緩衝林帯・水質浄化池）の機能調査を継続して実施し、

長期的な視点に立った機能評価を行い、この結果に基づいて長期的に機能を維持していくた

めの計画設計技術と維持管理方法を検討する。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

整備から 6年経過した複数の水質浄化池

の機能評価を実施し、一部の施設で窒素除

去率が低下する傾向のあることを示した。

また、整備から 4～11 年経過した緩衝林帯

の樹木の生育状況調査、土壌調査により樹

木の生育阻害要因を検討し、草地利用され

ていた排水路沿いに植樹する場合に適切な

樹種や適切な土壌環境・周辺環境を明らか

にした。 

 

寒地河川ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

河床変動量(m)

a)  河床変動高の観測結果

b) 河床変動高の 計算結果

160.4
162.8

162.0
161.2

160.4
162.8

162.0
161.2

軟岩床の砂礫による被覆率

160.4
162.8

162.0
161.2

c)  被覆率の計算結果
 

観測結果と計算結果の比較（KP） 

水利基盤ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

調査区ごとに整理した緩衝林帯の樹高の推移 

と生存本数（ﾔﾁﾀﾞﾓの事例） 

【ヤチダモ】
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

超音波を利用した鋼床版 U ﾘﾌﾞ
内滞水調査法の現場試行事例 

 

塩害橋の予防保全に向けた診断手法の高度化に関する研究 

 

研究の必要性 

 塩害橋梁の予防保全に向けた的確な診断を行う

ためには、現在の損傷状況の把握に加えて、将来

の劣化の予測が重要である。 

 本研究課題では、塩害環境の厳しい場所に建設

されている橋梁に着目した調査を通じて、このよ

うな劣化予測の高度化に向けた取組を行っている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 塩害環境下にある橋梁の鋼材腐食に起因する損

傷について過年度より実施してきた塩分調査結果

を整理・分析し、劣化予測手法の高度化について

検討を行った。その結果、損傷状況から腐食発生

限界以上が疑われる場合には、塩化物ｲｵﾝの拡散予

測の精度に関する安全係数の考え方を明確するこ

とができた。 

 

 

既設鋼道路橋における疲労損傷の調査・診断・対策技術に関する研究 

 

研究の必要性 

近年、重交通路線に位置する橋梁や長期供用された橋梁等において、疲労損傷事例が顕在

化しつつある。鋼道路橋の疲労損傷については、交通条件、構造条件、細部構造、溶接品質

等により損傷傾向、原因及び対策方法が異なる場合が多く、これらの事例に対する調査・診

断・対策技術の体系化を図ることが求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

鋼床版 U ﾘﾌﾞ内の滞水の有無を調査することによって、間

接的に、鋼床版ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ貫通亀裂を調査する、超音波を利

用した鋼床版 U ﾘﾌﾞ内滞水調査法を提案し、3 橋で現場試行

を実施した。 

また、既設橋の再現設計及び疲労照査から、適用基準や

構造条件等が累積損傷度に与える影響について概略把握す

るとともに、疲労設計荷重による応力範囲を概略推定する

ための手法を提案した。 

 

 
海面からの高さと表面塩化物ｲｵﾝ濃度の分布 

 

 
高さ 2m～5m(3.0m)の拡散予測 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H21～H25 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H21～H25 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

非破壊検査技術の道路橋への適用性に関する調査 

 

研究の必要性 

道路橋の点検は目視主体で行われているが、目視だけでは診断に必要な情報が得られない

場合や、必ずしも効率的・合理的でない場合があり、ﾆｰｽﾞを踏まえた信頼性の高い非破壊検

査技術が求められている。本研究では、これまで開発・提案されている各種の非破壊検査技

術を対象として、管理上の課題やﾆｰｽﾞを踏まえた上で、適用性、適用方法を検討する。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ｺﾝｸﾘｰﾄ等埋込部の鋼材に生じる腐食残存板厚計測を対象とし

た非破壊調査技術の適用性の検討結果として、1)共鳴振動法で

は、対象とする腐食鋼板の面内方向の 1次の縦振動に着目し、

電気腐食により腐食促進をさせながら計測したところ、腐食率

の増加に伴い減衰定数が増加する傾向が得られたとともに、応

答加速度が低下する傾向を確認した。また、2)遮断周波数を利

用した SH 板波による超音波探傷法では、SH 波用接触媒質を用

いる際の感度向上方法を提案した。 

 

 

積雪寒冷地における河川用機械設備の維持管理手法に関する研究 

 

研究の必要性                          

積雪寒冷地における河川用機械設備の延命化な

らびに稼働の信頼性向上を図り、維持管理ｺｽﾄの縮減

に寄与するため、積雪寒冷地の河川用機械設備の簡

易で的確な劣化判断手法と維持管理手法及び冬期稼

働に適した構造や運用・維持管理技術について検討

を行う。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 樋門開閉器ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞの摩耗状態と潤滑油の計数汚

染度に相関が確認された。また、簡易な潤滑油診断

手法である潤滑油を濾過してﾊﾟｯﾁ化したﾒﾝﾌﾞﾗﾝﾊﾟｯﾁ

の色相と、潤滑油の汚染度を判別する潤滑油計数汚

染度との相関が確認されたことにより、ﾒﾝﾌﾞﾗﾝﾊﾟｯﾁ

色相が機械設備の劣化傾向の診断要素となり得るこ

とがわかった。 

 

 

 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H22～H25 

遮断周波数を利用した SH板波による超
音波試験の際に、探触子の保護板に溝
を設ける感度向上方法を提案 

 鋼板 

SH板波 

腐食欠損部 

f ＞ f c f ＜ f c 
f t 

t’ 

f c 

t ：鋼板の板厚 , t’：腐食欠損部の板厚 
f ：SH板波の周波数 ,  f c：SH板波の遮断周波数 

遮断周波数を利用した鋼板中の腐食
欠損への SH 板波の適用イメージ 

 
NAS・
仮NAS
等級

パッチ画像 Ｒ Ｇ Ｂ ＭＣＤ ⊿ＥRGB

16 27 22 14 13 405

15 112 99 76 36 277

14 116 99 68 48 280

13 190 168 123 67 171

12 181 163 124 57 176

11 255 253 217 38 38

10 243 229 178 65 82

 

寒地機械技術ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 

ﾒﾝﾌﾞﾗﾝﾊﾟｯﾁの画像と色測定

値 

MCD：256 階調 RGB 値の 2 色間の差の最大値 

⊿ERGB：256 階調 RGB 値の白までの距離 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

積雪寒冷地における道路舗装の予防保全に関する研究 

 

研究の必要性 

道路のﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄの縮減のためには、既存のｽﾄｯｸをより長く活用することが重要である。

予防保全による効率的、効果的な資産管理を実現するため、道路の損傷，劣化をより早期に

診断する技術と予防保全的補修技術の開発が必要となっている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

舗装の予防保全手法である、ひび割れ

へのｼｰﾙ材注入工法について、寒冷地域で

適用する際のｼｰﾙ材の低温変形性能や応

力緩和性、付着性を評価できる低温ﾀﾌﾈｽ

ﾃﾅｼﾃｨ試験を提案した。また、低温時の性

能に優れる寒冷地用ひび割れｼｰﾙ材を作

成し、室内試験および試験道路で確認し

た。 

 

 

 

 

積雪寒冷地に対応した橋梁点検評価等維持管理技術に関する研究 

 

研究の必要性 

 雪寒地域に架設されている橋梁は、雰囲気温度の高

低差が大きく、積雪による長期乾湿の繰返しを受ける

など厳しい環境条件下に置かれており、他の地域とは

異なる劣化損傷も顕在化してきている。このため、そ

れらの劣化損傷形態に応じた点検・診断など維持管理

技術の確立が求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 舗装上面からの RC床版損傷調査技術に関して、撤去

床版を用いた重錘落下試験および弾性衝撃波試験を実

施し、その適用性について検討を行った。その結果、

ﾊﾟﾜｰ伝送比や減衰率により損傷箇所を検出できる可能

性、1/2 ｵｸﾀｰﾌﾞﾊﾞﾝﾄﾞ解析により断面状態の変化を把握

できる可能性を確認した。 

 

 

 

 

低温ﾀﾌﾈｽﾃﾅｼﾃｨ試験の結果 

寒地道路保全ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

 
現地での床版上面調査の状況 
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周波数応答分析例 

(損傷状況による応答の相違) 

寒地構造ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

研究課題名 盛土施工の効率化と品質管理の向上技術に関する研究 

 

研究の必要性 

豪雨・地震による盛土の被災事例の調査結果等によれば締固め 

不良が被災の主要因で、締固めは盛土の品質を大きく支配する重 

要な工法である。一方、締固めには以下の課題が挙げられる。 

 ・締固めと盛土の性能との関係の明確化 

・施工条件の厳しい盛土における施工方法の確立 

・品質管理手法の体系化 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

盛土の施工管理基準の設定、施工方法の確立、品質管理手

法の体系化を検討するため、遠心力模型実験、実験場内での

転圧試験を実施した。遠心力模型実験では、軟弱地盤上の盛

土底部にｼﾞｵﾃｷｽﾀｲﾙを敷設することで、液状化被害を低減す

ることを確認した。転圧試験では、細粒分の多い地盤材料に

対して、大型・小型の各種施工機械の最適な施工手法や代替

指標による品質管理の適用性について検証できた。 

 

積雪寒冷地における既設 RC床版の損傷対策技術に関する研究 

 

研究の必要性 

雪寒条件下では凍害等の影響による RC 床版の損傷

が顕在化しているが、今後、更新等を必要とする床版

が急増することは明らかであり、部分打換等による効

率的な損傷対策技術の確立が不可欠かつ急務である。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 RC床版の陥没部の部分補修工法に関して、模擬損傷

試験体を用いた輪荷重走行試験を実施した。その結果、

水の影響がない場合には、界面処理方法による明確な

差異はなく、既設ｺﾝｸﾘｰﾄと補修材との界面の付着性能

は十分であること、一方、湿潤条件下では疲労耐久性

が著しく低下すること等を確認した。 

また、ｺﾝｸﾘｰﾄの硬化過程で振動を与えた供試体を用

いた強度試験の結果から、補修工事中における交通振

動の影響はほぼないことを確認した。 
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転圧回数による締固め効果(大型機械) 

先端技術ﾁｰﾑ 

土質・振動ﾁｰﾑ 

施工技術ﾁｰﾑ 

寒地地盤ﾁｰﾑ 

研究期間 H21～H25 

転圧試験の状況(大型機械) 

 舗装と床版との境界 

脆弱化した床版上面部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒地構造ﾁｰﾑ 

研究期間 H22～H25 

補修前上面   補修後下面 
模擬損傷試験体 

RC床版の上面脆弱化後の陥没例 

  

輪荷重試験状況 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

氷海の海象予測と沿岸構造物の安全性評価に関する研究 

 

研究の必要性 

地球温暖化の影響により、ｵﾎｰﾂｸ海沿岸の海氷が将

来的にも著しく減少する可能性が報告されている。

このため、ｵﾎｰﾂｸ海沿岸施設の適切な維持管理を図る

上で、海氷の影響を考慮した波浪推算技術を開発し、

また、将来の気候変動を考慮して沿岸施設の安全性

を把握することが求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ｵﾎｰﾂｸ海に面した港湾を対象に、将来の波高変化に

よる防波堤への影響及びｺｽﾄ縮減を考慮した対策を

検討した。その結果、消波ﾌﾞﾛｯｸの大型化や堤体の拡

幅が必要であることがわかった。また、消波工の改

良方法を斜面被覆型とした場合、通常の改良方法で

ある入替型と比較して 10～15％程度のｺｽﾄ縮減が可

能であることが明らかとなった。 

 

積雪寒冷地における鋼橋の延命化技術に関する研究 

 

研究の必要性 

 既設鋼橋の鋼部材の腐食損傷や疲労亀裂が顕在

化し、海岸部では飛来塩分、雪寒地では凍結防止

剤等の影響により耐荷力・耐久性が急激に低下す

ることが危惧される。そのため、鋼橋を適切に維

持管理していくための技術開発が求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 鋼橋塗膜の延命化技術に関して、塗膜表面に塩

化物ｲｵﾝを付着させた試験体の乾湿繰り返しによ

る塗膜劣化促進試験の結果から、その影響につい

て検討を行った。 

 表面処理を施した耐候性鋼材の健全度評価法に

ついて、経過年数や離岸距離の異なる現地橋梁を

調査するとともに、既往の外観目視評価基準暫定

案の修正についての検討を行った。 

 

 

改良断面例(消波工入替型) 

 

改良断面例(斜面被覆型) 

改良方法によるｺｽﾄの比較例 

入替型 斜面被覆型

368 0

嵩上部 0 38

2層被覆 668 529

1,254 1,055

改良方針

撤去・処分ブロック

全体の改良費(千円/m)

製作・据付ブロック

16%縮減率  

 

寒冷沿岸域ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 

 

 

寒地構造ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 

塗膜劣化促進試験の状況 

経年耐候性鋼材の発錆状況 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

繊維ｼｰﾄによる RC床版の補強設計法に関する研究 

 

研究の必要性 

繊維ｼｰﾄ補強された鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ(RC)床版の

疲労損傷機構は必ずしも十分に解明されてい

ないため，類似の RC床版であっても補強量が

異なる場合が見られる。本研究では，繊維ｼｰ

ﾄ補強された RC床版の疲労損傷機構をより明

確にするとともに，繊維ｼｰﾄによる RC床版の

性能照査型補強設計法を提案する。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

25年度は，補強前の劣化程度をﾊﾟﾗﾒｰﾀとし

た 3体の床版供試体を製作して，輪荷重走行

試験を行った。その結果，補強前の劣化が著

しい場合における炭素繊維ｼｰﾄ補強前後の床

版の挙動の違いを把握するとともに，そのと

きの疲労寿命を把握した。 

 

ICT施工を導入したﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑの施工管理方法の合理化に関する研究 

 

研究の必要性 

我が国では土木分野においても積極的な ICTの導入が推進されている。一方で、社会資本整

備予算が縮小され、ﾀﾞﾑの設計施工においても従来以上の合理化が求められており、ICTを利

用した施工管理の合理化についての研究の必要性は非常に高い。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

品質管理ﾃﾞｰﾀのばらつきを考慮した品

質管理基準の検討として、強度のばらつ

きを考慮したすべり安全性の影響、およ

び変形性のばらつきを考慮した堤体の沈

下の影響についての検討を行った。その

うえで、ICT施工を導入した場合のﾛｯｸﾌｨ

ﾙﾀﾞﾑの品質管理方法について品質管理ﾃﾞ

ｰﾀのばらつきを考慮した品質管理基準に

関する提案を行った。 
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補強前後の床版下面におけるｺﾝｸﾘｰﾄの主鉄筋方

向ひび割れのひび割れ幅の変化(上)と輪荷重走

行試験における床版下面の疲労損傷(下) 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H25～H29 

 
強度定数のばらつきを考慮した円弧すべり解析の 

ﾓﾝﾃｶﾙﾛｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの例 

水工構造物ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

構造合理化に対応した鋼橋の設計法に関する研究 

 

研究の必要性 

道路橋の技術基準に関しては、要求性能の明確化、充実化に向けて、部分係数設計法の導入

検討が進められている。鋼橋においても、部分係数の設定の考え方、具体的数値を含む設計体系

を検討する必要がある。また、個別部材の強度照査規定に関しては、ｺｽﾄ縮減に向けた構造合理化

を踏まえ、強度照査式の見直しや規定の充実を図っていく必要がある。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

局部座屈を考慮する部材を対象として、現

行設計基準における基準耐荷力曲線で考慮

している安全余裕について整理するとともに、

それを踏まえた抵抗強度における鋼部材等に

関する部分係数の設定方法の考え方を検討

した。その上で、合理化及び適正化の観点か

ら、既往の実験及び解析ﾃﾞｰﾀを幅厚比ﾊﾟﾗﾒｰ

ﾀに応じて整理・分析し、設計に用いる基準耐

荷力曲線について検討した。 

 

流水型ﾀﾞﾑのｶｰﾃﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞの合理化に関する研究 

 

研究の必要性 

洪水時に一時的に貯水する形式の流水型ﾀﾞﾑの建設・計画が増加しているが、流水型ﾀﾞﾑの

基礎浸透の非定常性を考慮することで、ｶｰﾃﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞの合理化を図ることができる可能性が

ある。ただし、合理化検討に際しては、合理化検討が可能となる地盤条件を明確にし、ｸﾞﾗｳ

ﾁﾝｸﾞ処理部および未処理部の透水性のばらつきが集中的な浸透の発生を引き起こす可能性に

ついても考慮する必要がある。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

ﾀﾞﾑ基礎岩盤の透水性の空間的な相関が浸透

特性に及ぼす影響の検討として、透水性の空間

的な相関性を考慮した二次元定常浸透流解析お

よび三次元非定常・定常浸透流解析による検討

を行った。また、本研究課題で得られた成果を

ふまえたうえで、流水型ﾀﾞﾑのｶｰﾃﾝｸﾞﾗｳﾁﾝｸﾞの合

理化の可能性がある項目を提案した。 

 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H21～H25 

両縁支持板としての局部座屈強度 
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空間的な相関性を有する三次元透水係数場

の二次元断面図の一例 

水工構造物ﾁｰﾑ 

研究期間 H22～H25 
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道路ﾕｰｻﾞｰの視点に立った舗装性能評価法に関する研究 

 

研究の必要性 

平成 13年以降、舗装の新技術採用を推進するため舗装の性能規定化が進んでいる。こうし

た中で、道路ﾕｰｻﾞｰ（道路利用者、沿道住民）の要望を的確に反映する性能評価法を導入して

ﾕｰｻﾞｰ満足度の向上を図ることが必要である。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

一昨年に実施したｱﾝｹｰﾄ調査結果から、沿道住民が 

求める性能が水はね、騒音、振動であることが分かり、 

これと関連のある舗装の性能指標を選定するため、文 

献調査ならびに実道で振動に関する被験者調査を実施 

した。 

文献調査の結果から、水はねはわだち掘れ量から計算できる水膜厚、騒音はﾀｲﾔ／路面騒音

で性能を評価できることが分かった。振動については、文献調査結果をふまえて現地調査と

被験者調査を実施した結果、FWDで測定する D1500の舗装たわみ量（載荷直下から 1.5m位置の

舗装たわみ量）とたわみ発生時の振動を被験者が大きいと感じる度合いと相関が高いことが

分かった。これにより、振動の評価法として FWD で測定する D1500を新たに提案した。 

 

 

空間認識を利用した歩行空間の設計技術に関する研究 

 

研究の必要性 

 観光地や中心市街地の活性化が求められる中、歩

行空間には、歩行者の回遊性や滞留性、快適性の向

上なども求められている。このような歩行空間の整

備目的に応じた効果的・効率的な設計を可能にする

ために、歩行者による空間認識や印象評価について

研究を行い、具体の設計技術として提案していくこ

とが必要となっている。 

 

25年度の取組みの概要 

過年度までに得られた成果をもとに、SD法に基づ

く歩行空間の評価手法について検討を行ったほか、

具体的な設計技術の提案に向け、道路の車道との関

係や沿道の緑量や街並みなどの条件と、歩行空間の

ﾃﾞｻﾞｲﾝ上の配慮事項の関係について検討を行い、被

験者実験による検証に取り組んだ。 

 

舗装ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H25 
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地域景観ﾕﾆｯﾄ 

研究期間 H23～H26 

歩行空間の設計技術の提案に向けた分析・検討

の例： 被験者実験から確認された歩行空間の印

象変化と、空間のつながりの認識にもとづく解釈 

「好き」の印象 大 

「賑やかな」「親しみある」印象 

のにじみだし 

 

「好き」の印象 大 

一体の空間に認識され 

「開放的な」印象をうみだす歩車道 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

景観機能を含めた多面的評価による道路空間要素の 

最適配置技術に関する研究 

 

研究の必要性 

魅力的な道路景観は観光や地域振興に大き

く貢献するが、道路施設の改善による景観向上

策を検討する場合、道路景観の評価と必要とさ

れる交通機能の確保が重要となる。 

本研究では、ｼｰｸｴﾝｽ（走行）景観の評価技術

及び、道路景観に影響する道路施設の多面的機

能評価を踏まえ、「道路空間要素の最適配置技

術」による景観向上手法の提案を目的としてい

る。 

 

25 年度に得られた成果（取組み）の概要 

実道での被験者走行実験によるｼｰｸｴﾝｽ景

観の評価と、それに影響している要因や要

素の抽出を行うとともに、それらの関係性

を把握した。また、同様に走行実験により、

景観に影響する道路施設が有する機能に関

して評価を行い、それらの「重複・過剰」、

「煩雑・錯綜」を整理する基礎資料とした。 

 

時間依存性を有するﾄﾝﾈﾙ変状の評価法に関する研究 

 

研究の必要性 

熱水変質作用を受けた火山砕屑岩類や堆積軟岩の分布地域で建設されたﾄﾝﾈﾙでは、建設後

に時間を経てから、盤ぶくれや覆工の押出し等の変状を発生させる事例が報告されており、

維持管理上の課題となっている。このため、これらの時間依存性を有する変状を正確に予測

するための調査・評価法を確立す

る必要がある。 

 

25年度に得られた成果（取組み）

の概要 

ﾄﾝﾈﾙの覆工背面の地山性状に着

目しﾄﾝﾈﾙ点検で得られたｸﾗｯｸ密度

の発生位置を分析した。その結果、

ｲﾝﾊﾞｰﾄ設置区間境界で経年的に密

度が増加している傾向が確認され、

構造的に弱い区間で覆工背面の地

山が大きく変状することを明らか

にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路施設の多面的機能評価の一例 

 

地域景観ﾕﾆｯﾄ 

研究期間 H23～H26 

ｼｰｸｴﾝｽ景観の印象評価結果 

（鳥瞰図と各区間の評価） 

 

往路 
復路 

 

ﾄﾝﾈﾙのｸﾗｯｸ密度、地質断面図および支保ﾊﾟﾀｰﾝ 

防災地質ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H26 

 

←
印
象
が
良
い 

往路 
復路 

-341-



参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

冬期道路の走行性評価技術に関する研究 

 

研究の必要性 

冬期道路管理事業を効率的に進め、道路利用者の満

足度を向上させるためには、冬期道路の走行環境(積雪

深、道路幅員、路面のすべり抵抗値等)が走行性(運転

挙動、道路利用者の満足度等)に与える影響を定量的に

計測・評価する技術の開発が必要である。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 路肩雪堤形状計測ｼｽﾃﾑを改良し、実道における通

常の旅行速度で実験を行って実用性を確認した。雪

氷路面での走行抵抗に関しては、試験道路での走行

試験の結果から路面雪氷による走行抵抗増加と燃料

消費率の悪化を定量的に把握した。さらに冬期走行

環境の影響評価については、実道走行試験を実施し、

すべり抵抗値、視程、有効幅員、および路面平坦性

と走行速度の単相関関係を明らかした。 

 

鋼床版構造の耐久性向上に関する研究 

 

研究の必要性 

道路橋では 2002年に疲労設計を導入しており，鋼床版に関しては構造計算による応力照査

が現状では困難なため，｢鋼道路橋疲労設計指針｣では疲労耐久性が確保できる構造詳細を規

定している．これらの規定には過去の疲労試験等による知見が反映されてきている一方で，

疲労指針以降，既設橋において顕在化してきた疲労損傷事例があり，その中にはき裂の発見

されている構造詳細が，疲労指針の構造詳細と類似の事例も見られている．  

本研究では，このような鋼床版の構造詳細を対象として，疲労耐久性の評価と構造詳細の

検討を行うものである． 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

平成 25年度は，前年度に続き，FEM解析によ

る閉断面縦ﾘﾌﾞと横ﾘﾌﾞの交差部に設けられるｽﾘ

ｯﾄ溶接部の構造詳細が溶接部の応力性状に及ぼ

す影響と改善構造の検討を行うとともに，解析

結果を踏まえて製作した部分試験体の疲労試験

による疲労性状の検討を行った． 

 

寒地交通ﾁｰﾑ、雪氷ﾁｰﾑ 

寒地道路保全ﾁｰﾑ、寒地機械技術ﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

路肩雪堤による有効幅員の減少 

路面雪氷による走行抵抗と燃料消費率

率 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H24～H27 

疲労き裂 

疲労き裂 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

積雪寒冷地における新たな交差構造の導入に関する研究 

 

研究の必要性 

北海道の交通事故死者数の約 1/3は交差点での事

故によるものであり、交差点での安全対策が重要と

なっている。欧米では安全性、走行性等に優れた平

面交差方式として、無信号の円形交差点で環道交通

優先の特徴を有するﾗｳﾝﾄﾞｱﾊﾞｳﾄ(RAB)が積極的に導

入され効果を挙げているが，北海道のような多雪地

における導入例は諸外国でもあまり例がなく、RAB

導入に向けて課題の検証と対策が必要である。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 積雪寒冷地における RABの基本的幾何構造の設定、

被験者試験による冬期路面状態での走行性と安全性

の評価、除雪による堆雪位置・高さの影響検討、ｴﾌﾟ

ﾛﾝ部の除雪に関する検討、国内での普及を目的とし

た自治体との勉強会などを行った。 

 

 

調査法や施工法の精度・品質に応じた道路橋下部構造の 

信頼性評価技術に関する研究 

 

研究の必要性 

道路橋基礎や橋台の施工時・地震時に生じる不具

合は、地盤調査や施工品質の精度が低いことが要因

となる事例が少なくない。このため，地盤調査の充

実やより適切な施工管理方法が行うことで信頼性を

向上するよう基準が改定されてきている一方で、信

頼性の向上に見合った設計の合理化を行う手法がな

いことが課題となっている。そこで本研究は、地盤

調査や施工の信頼性に応じた設計法を提案すること

を目的として行うものである。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

25年度は、杭基礎の鉛直支持力照査を対象として、粘性土層に対する地盤調査法や、中間

層に占める粘性土層の割合等の違いが支持力の推定精度に及ぼす影響について検討した。こ

の結果、極限支持力の推定精度(変動係数)は、中間層厚に占める粘性土の割合、地盤調査法

の違いによる周面摩擦力の推定法、杭工法より異なることが明らかになった。 

 

寒地交通ﾁｰﾑ、寒地機械技術ﾁｰﾑ 

研究期間 H24～H26 

除雪による堆雪位置と高さの影響検証

試験 

大型車両の冬期走行試験 

図 中間層に占める粘性土層厚の違いによる極限 

支持力の変動係数の違い（場所打ち杭，支持杭） 

橋梁構造研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H25～H27 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

水災害研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

研究期間 H23～H25 

 

積雪寒冷地における｢2+1｣車線道路の設計技術に関する研究 

 

研究の必要性 

広域分散型社会である北海道では長距離ﾄﾘｯﾌﾟの

交通ﾆｰｽﾞが高く、2 車線道路である一般国道がその

主たる役割を担っている。しかし 2車線道路は追越

禁止区間が長距離にわたり運転者は長時間の追従走

行を余儀なくされている。また、交通量が少ない高

規格幹線道路の末端区間等では現道活用が検討され

ており、追越しの機会を付与するための付加車線を

設置するなど｢2+1｣車線型の道路整備の必要性が高

まっている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 道路性能の評価指標として複数の指標を比較し、

追従車密度を評価指標としてｻｰﾋﾞｽ水準を設定す

ることを提案した。また、新たな評価指標として

ｽﾄﾚｽ指標を用いた評価実験を行った。 

 

 

全球衛星観測雨量ﾃﾞｰﾀの海外における土砂災害への活用技術に関する研究 

 

研究の必要性 

 途上国においては、ﾚｰﾀﾞ雨量計や気象観測点

が密に整備されておらず、水関連災害の危険性

を判断する情報が不十分な状況である。このた

め、多数の地上観測を必要としない、国全域あ

るいは地域ﾚﾍﾞﾙを対象とした土砂災害の危険性

を推定する技術が求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

 IFAS(Integrated Flood Analysis System)で

補正された雨量ﾃﾞｰﾀを使用して土砂災害危険度

情報を作成するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを開発した。なお、途上

国において土砂災害発生情報が整備されておら

ず発生基準値が設定できない場合を考慮して、

発生情報無しに危険度を推定するための補助機能

も検討、設置した。 

 

寒地交通ﾁｰﾑ 

研究期間 H25～H28 

模擬 RBT走行試験 

2+1 車線道路の例 

追従車密度によるｻｰﾋﾞｽ水準の提案 

初期処理

判定用実効雨量等の算出

ＣＬ超過判定
危険度判定補助機能に
基づく危険度評価

終了処理

初期値のセット
パラメータの入力
対象期間の入力
対象範囲（地域）の入力
参照ファイルのオープン
出力ファイルのオープン

実効雨量の算出
（半減期1.5時間、半減期72時間）
タンク貯留高の算出

ＣＬ超過判定（提言案、連携案）
（ＣＬ設定値がある場合）
超過判定結果の出力

雨量値から雨量階を照合し、
雨量階の過去の通過頻度を抽出する
（提言案、連携案）
通過頻度抽出結果の出力

参照ファイルのクローズ
出力ファイルのクローズ

土砂災害の危険度判定

処理１ 

 

主処理 

 

処理２ 

 

処理３ 

 

土砂災害の危険度推定	


 
 

土砂災害の危険度推定機能の基本構成 
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参考資料－４ ２５年度に行った重点研究の成果概要 

 

 

開発途上国における都市排水ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄと技術適用に関する研究 

 

研究の必要性 

開発途上国が都市排水分野で直面する課題を抽出し、わが国が保有する水･汚泥処理技術に

より課題解決を行うための都市排水ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ方策の提案が求められている。 

 

25年度に得られた成果（取組み）の概要 

開発途上国で導入が期待される水処理技術

である High Rate Algal Ponds において課題

となる藻類の効率的な沈殿処理技術を開発す

るため、藻類にｱｼﾞｱ等で植生する Moringa 

oleifera 種子の水溶液を利用する凝集沈殿

実験を行った結果、沈降促進効果が確認され

た。実験条件として、pH4と 11の間で変化さ

せたところ、pH5 と 6 は凝集効果が小さく、

pH7と 11の間では、pHが低いほど効果が大き

いことが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

藻類凝集実験の結果 

（異なる pH 条件下で 20mg-C/L の MO 溶液に

より凝集沈殿させた試料の上澄み液のｸﾛﾛﾌｨ

ﾙ a 濃度） 

ﾘｻｲｸﾙﾁｰﾑ 

研究期間 H23～H27 

10

100

1,000

10,000

原水 上澄 pH4 pH5 pH6 pH7 pH8 pH9 pH10 pH11

MO溶液無

(pH9.5)

MO溶液有

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

a
(m
g/
L)
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